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教
育
委
員
の

任
命
に
同
意

　

平ひ
ら

井い

広ひ
ろ
し

教
育
長
の
教
育

委
員
会
委
員
と
し
て
の
任
期

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
同
氏
＝
妻
田
東
３

の
17
の
19
を
任
命
し
た
い
と

の
議
案
が
初
日
に
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
、
賛
成
全
員
で
同

意
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
決
算

　

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
平
成
22
年
度
の
事
業
執

行
に
つ
い
て
書
類
審
査
と
質

疑
を
行
っ
た
ほ
か
、
今
後
の

行
財
政
運
営
に
関
し
、
執
行

機
関
に
要
望
を
行
い
ま
し

た
。
認
定
し
た
決
算
議
案
は

10
件
で
す
（
７
面
参
照
）。

工
事
請
負
契
約

　

可
決
し
た
工
事
請
負
契
約

の
締
結
議
案
は
２
件
で
す
。

【
議
案
第
58
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
厚
木
市
環

境
セ
ン
タ
ー
基
幹
的
設
備
改

良
工
事
（
厚
木
愛
甲
環
境
施

設
組
合
が
整
備
を
予
定
し
て

い
る
新
中
間
処
理
施
設
が
稼

動
す
る
時
期
ま
で
環
境
セ
ン

タ
ー
を
継
続
使
用
す
る
た
め

の
改
修
工
事
）

◇
契
約
金
額
＝
19
億
４
２
５

０
万
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
荏
原
環

境
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社
営
業

本
部

【
議
案
第
59
号
】

◇
契
約
の
目
的
＝
厚
木
市
営

中
町
２
丁
目
自
転
車
駐
車
場

設
計
・
施
工
業
務
（
既
存
の

平
置
き
式
自
転
車
等
駐
車
場

を
立
体
式
自
転
車
専
用
駐
車

場
に
整
備
す
る
も
の
）

◇
契
約
金
額
＝
２
億
２
０
５

０
万
円

◇
契
約
の
相
手
方
＝
日
成
ビ

ル
ド
工
業
株
式
会
社
神
奈
川

支
店市

道
の
認
定

　

可
決
し
た
市
道
路
線
の
認

定
議
案
は
７
件
で
す
。

　

一
般
国
道
４
１
２
号
（
旧

道
）
の
移
管
に
伴
い
妻
田
北

一
丁
目
な
ど
を
通
過
す
る
２

路
線
を
市
道
認
定
す
る
議
案

の
ほ
か
、
田
村
町
や
下
川
入

な
ど
６
カ
所
で
行
わ
れ
た
宅

地
分
譲
の
た
め
の
開
発
行
為

に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
１
路
線

を
認
定
す
る
議
案
で
す
。

補
正
予
算

　

可
決
し
た
補
正
予
算
議
案

は
、
一
般
会
計
や
病
院
事
業

会
計
な
ど
３
会
計
で
す
。

　
一
般
会
計
補
正
の
内
容
は
、

防
災
や
節
電
の
対
策
、
市
内

に
お
け
る
景
気
対
策
を
図
る

と
と
も
に
、
県
交
付
金
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
対
策
な

ど
の
各
施
策
に
つ
い
て
対
応

す
る
た
め
、
必
要
な
補
正
を

す
る
も
の
で
す
。

　

病
院
事
業
会
計
補
正
の
内

容
は
、
厚
木
市
立
病
院
の
早

期
建
て
替
え
に
向
け
た
事
前

の
解
体
工
事
な
ど
を
実
施
す

る
た
め
、
必
要
な
補
正
を
す

る
も
の
で
す
。

　

各
会
計
の
補
正
後
の
予
算

額
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
対
す
る
増
加
額
（
カ
ッ
コ

内
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
会
計
＝
７
９
４
億
１

２
９
８
万
７
千
円
（
１
億
７

４
２
１
万
１
千
円
増
）

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
＝
２
３
４
億
９
２
４
７

万
９
千
円
（
１
４
７
万
９
千

円
増
）

◇
病
院
事
業
会
計
＝
資
本
的

収
入
10
億
２
１
９
４
万
３

千
円
（
５
５
１
１
万
９
千
円

増
）、
資
本
的
支
出
12
億
１

８
３
２
万
６
千
円
（
５
５
１

１
万
９
千
円
増
）

農
業
委
員
に

沼
田
幸
一
氏

　

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会

委
員
１
人
が
辞
職
す
る
こ
と

に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て

沼ぬ
ま

田た

幸こ
う

一い
ち

氏
＝
下
古
沢
１
２

１
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
は
、
８
月
30
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の

会
期
36
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。　

　

市
長
か
ら
初
日
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
や
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
な
ど
10
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
市
道

路
線
の
認
定
の
ほ
か
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
23
議
案
で
す
。
こ
の
う
ち
初
日
に
採
決
し
、
同

意
し
た
「
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」
を
除

く
22
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
お
よ
び
所
管
の
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、
議
員
20
人
が

登
壇
し
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
休
会
中
に
各
常
任
委
員
会
、
決
算
特
別
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ
た
案
件
に
対
し
、
慎
重
な
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
決
算
特
別
委
員
長
、
各
常
任
委
員
長
の
審

査
結
果
報
告
の
後
、
３
会
派
に
よ
る
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に
反

対
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
追
加
提
出

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

元気よく「親子の部」がスタート （2011あつぎマラソン）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
す
る
意
見
書
を
関
係
機
関
に
提
出

一
般
質
問　

改
選
後
、
初
の
定
例
会
で
20
人
が
登
壇

9月定例会

主 な 内容
◆一般質問� ２〜６面
◆国に提出した意見書� ４面
◆常任委員会の審査� ６面
◆決算特別委員会の審査� ７面
◆本会議の審議結果� ８面

平
成
22
年
度
決
算
10
件
を
認
定
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一般質問 要旨

市政に関する

一般質問 要旨一般質問 要旨

市政に関する

　今定例会では、20人の議員が３日間にわたり一般質問を
行い、市政全般の施策について市長などの考えをただしま
した。主な質問と答弁の要旨を紹介します（掲載は質問順）。

病
児
保
育
を
厚
木
市
立
病
院
で

実
施
で
き
な
い
か

民
主
ク
ラ
ブ
　
古
川
　
環 

議
員

市
街
化
区
域
の
土
地
利
用
の

現
状
と
課
題
は

市
政
ク
ラ
ブ
　
井
上
　
敏
夫 

議
員

小
林
市
長
は
国
政
へ
の

転
身
を
考
え
て
い
る
の
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
徳
間
　
和
男 

議
員

獣
害
防
護
柵
設
置
の

効
果
は
出
て
い
る
か

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
越
智
　
一
久 

議
員

不
妊
治
療
費
助
成
制
度
の

成
果
と
課
題
は

日
本
共
産
党
　
栗
山
　
香
代
子 

議
員

　

問　
核
家
族
化
で
共
働
き
、

一
人
親
家
庭
が
増
え
る
中
、

子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で
き

る
よ
う
、
病
児
保
育
を
市
立

病
院
で
実
施
で
き
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

保
育
ス
ペ
ー

ス
や
看
護
師
の
人
材
確
保
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
実

施
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

答
　
病
院
事
業
局
長　

市

立
病
院
に
保
育
施
設
は
あ
る

が
、
病
児
保
育
を
す
る
に
は

出
入
り
口
を
別
に
し
た
専
用

の
施
設
が
必
要
と
な
る
た
め
、

物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

●
教
育
行
政

　

問　

学
校
教
育
、
家
庭
教

育
、
地
域
、
市
の
連
携
は
取

　

問　

防
護
柵
の
設
置
が
完

了
し
た
地
区
で
の
効
果
は
。

　

答
　
市
長　

獣
害
防
護
柵

設
置
後
の
調
査
で
は
、
以
前

と
比
較
し
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ

シ
は
ほ
と
ん
ど
出
没
が
な
く

な
り
、
ヤ
マ
ビ
ル
も
大
き
く

減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
、

獣
害
防
護
柵
の
人
里
側
に
生

息
す
る
猿
な
ど
の
捕
獲
、
駆

除
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

地
域
と
の
協
力
体
制
に
よ

り
、
柵
の
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
る
。

●
元
気
な
森
づ
く
り

　

問　

整
備
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

森
林
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
維
持
・
増

進
と
荒
廃
化
し
て
い
る
森
林

や
環
境
保
全
な
ど
を
重
視

し
、
元
気
な
森
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
る
。

　

問　

獣
害
対
策
も
含
め
た

計
画
は
で
き
な
い
か
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

獣

害
防
護
柵
や
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
周
辺
整
備
は
、
獣

れ
て
い
る
か
。

　

答
　
教
育
長　

学
校
で
は

地
域
の
指
導
者
を
招
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
地
域

に
お
い
て
は
、
公
民
館
が
主

体
と
な
り
、
安
心
安
全
な
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
目

指
し
た
事
業
や
家
庭
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
の
学
級
・

講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
地
域
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

　

問　

教
職
員
は
ど
の
よ
う

な
研
修
を
受
け
て
い
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

希

望
者
ま
た
は
全
教
職
員
を
対

象
に
、
経
験
年
数
や
立
場
、

教
育
課
題
に
応
じ
た
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

　

問　

教
職
員
を
精
神
面
で

サ
ポ
ー
ト
で
き
て
い
る
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　

衛

生
推
進
者
で
あ
る
教
頭
先
生

か
ら
の
情
報
を
も
と
に
対
応

し
て
お
り
、
市
立
病
院
と
の

連
携
に
よ
る
面
接
相
談
事
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

現
状
と
課
題
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

市
域
の
約
３

分
の
１
が
市
街
化
区
域
に
区

分
さ
れ
、
住
宅
用
地
や
工
業

用
地
、
商
業
用
地
な
ど
の
都

市
的
土
地
利
用
が
約
90
％
を

占
め
て
い
る
。
工
業
地
に
お

け
る
住
工
混
在
や
住
宅
地
に

お
け
る
狭き

ょ
う

隘あ
い

道
路
な
ど
の

課
題
解
決
に
向
け
、
用
途
地

域
の
見
直
し
に
着
手
す
る
と

と
も
に
、
計
画
的
に
基
盤
整

備
を
推
進
し
て
い
る
。

●
都
市
計
画
の
見
直
し

　

問　

都
市
施
設
や
区
域
区

分
の
見
直
し
は
考
え
て
い
る

か
。

　

答
　
市
長　

良
好
な
都
市

環
境
を
確
保
す
る
上
で
、
道

路
や
公
園
、
下
水
道
な
ど
の

都
市
施
設
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　

都
市
計
画
の
線
引
き
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
特
定
保

留
に
位
置
付
け
ら
れ
た
下
古

沢
・
上
古
沢
地
区
の
市
街
化

区
域
編
入
に
向
け
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
都
市
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
た
土
地
利
用
検
討
ゾ
ー
ン

の
各
地
区
に
お
い
て
、
関
係

地
権
者
の
合
意
形
成
を
図
り
、

適
切
に
見
直
し
て
い
き
た
い
。

●
都
市
計
画
税

　

問　

都
市
計
画
税
は
目
的

税
な
の
で
、
都
市
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
土
地
区
画
整

理
や
市
街
地
開
発
事
業
な
ど

に
充
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

公
共
下
水
道

や
街
路
整
備
、
公
園
整
備
な

ど
の
事
業
に
充
当
し
て
お
り
、

引
き
続
き
有
効
に
活
用
す
る
。

　

問　

不
妊
治
療
費
助
成
制

度
の
成
果
と
課
題
は
何
か
。

　

答
　
市
長　

医
療
保
険
の

対
象
外
と
な
る
高
額
な
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
、
当
事

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
っ
た
。
今
後
も
制
度
の
よ

害
や
ヤ
マ
ビ
ル
被
害
な
ど
の

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
生
息
域
、
行
動
域
を
見

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

問　

東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
見
直
し
の
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

災
害
時
応
急

活
動
事
前
計
画
や
応
急
活
動

計
画
な
ど
を
中
心
に
見
直
し

を
考
え
て
い
る
。
防
災
セ
ミ

ナ
ー
や
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
提

案
を
、
防
災
の
専
門
家
や
公

募
の
市
民
を
含
め
た
厚
木
市

地
域
防
災
計
画
見
直
し
検
討

委
員
会
に
諮
っ
た
上
で
、
計

画
の
見
直
し
を
す
る
。

り
一
層
の
周
知
を
図
る
。

●
不
育
症

　

問　

不
妊
治
療
費
助
成
制

度
は
子
ど
も
が
欲
し
い
夫
婦

の
願
い
を
行
政
が
手
助
け
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

同
じ
よ
う
に
不
育
症
治
療
へ

の
助
成
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長

子
ど
も
を
産
む
と
こ
ろ
ま
で

枠
を
広
げ
て
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
市
民
の
声
を
踏
ま
え

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。　

●
障
が
い
者
お
よ
び
難
治
性

疾
患
患
者
の
対
応

　

問　

現
状
と
課
題
は
。

　

答
　
市
長　

身
体
、知
的
、

精
神
の
３
障
が
い
者
を
対
象

に
健
康
保
険
の
自
己
負
担
分

を
助
成
し
、
障
が
い
者
の
福

祉
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
る
難
治
性
疾
患
患

者
は
、
医
療
費
助
成
の
対
象

と
し
て
い
る
。
精
神
障
が
い

者
な
ど
が
県
の
補
助
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
県
に

改
善
を
要
望
し
て
い
る
。

●
文
化
財

　

問　

調
査
、
公
開
を
積
極

的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

答
　
教
育
長　

市
内
に
は

歴
史
的
資
料
な
ど
多
く
の
文

化
遺
産
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

学
術
的
に
調
査
し
、
公
開
し

て
い
る
。
今
後
も
調
査
を
進

め
、
文
化
財
の
一
般
公
開
や

各
種
展
示
会
な
ど
を
通
し

て
、一
層
の
公
開
に
努
め
る
。

　

問　

転
身
の
う
わ
さ
を

キ
ッ
パ
リ
と
否
定
で
き
る
か
。

　

答
　
市
長　

私
の
目
指
す

元
気
な
厚
木
の
実
現
に
は
、

ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
１

０
０
の
政
策
を
実
行
す
る
こ

と
が
、
現
在
の
私
に
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
あ
る
。
市
民
の

皆
さ
ま
に
最
も
身
近
な
地
方

自
治
体
の
責
任
者
と
し
て
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す
る

た
め
、
一
意
専
心
の
思
い
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
財
政
改
革

　

問　

人
件
費
の
削
減
以
外

に
経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る

の
は
難
し
い
と
思
う
。
職
員

に
支
給
し
て
い
る
手
当
を

カ
ッ
ト
で
き
な
い
か
。

　

答
　
総
務
部
長　

厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

地
域
手
当
の
支
給
率
を
含
め

職
員
給
与
の
暫
定
的
な
見
直

し
が
必
要
と
判
断
し
て
い
る
。

●
災
害
対
策

　

問　

自
治
会
か
ら
の
防
災

備
蓄
倉
庫
設
置
の
要
望
に
対

し
、
市
の
基
準
か
ら
外
れ
る

か
ら
と
い
っ
て
断
る
の
は
、

想
定
外
の
災
害
へ
の
対
策
の

判
断
と
し
て
は
不
適
切
な
対

応
で
は
な
い
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

備

蓄
関
係
は
、
全
体
的
な
部
分

で
一
定
レ
ベ
ル
を
カ
バ
ー
し

て
い
る
が
、
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
の
中
で
再
度
検
討

し
て
い
く
。

　

問　

災
害
の
際
に
市
民
に

支
給
で
き
る
お
金
を
、
基
金

で
用
意
で
き
な
い
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

関

係
部
局
も
交
え
、
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

広
報
広
聴

　
特
別
委
員
会
か
ら

　

８
月
10
日
の
第
２
回
臨

時
会
に
お
い
て
、
広
報
広

聴
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
広
報
広
聴
活
動

を
推
進
す
る
た
め
、
議
員

９
人
が
市
議
会
だ
よ
り
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

広
報
、
そ
の
他
議
会
の
広

報
広
聴
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
結

果
、
私
た
ち
議
員
が
地
域

に
出
向
き
市
民
に
議
会
活

動
の
報
告
を
行
う
「
議
会

報
告
会
」
を
、
平
成
24
年

２
月
定
例
会
の
報
告
か
ら

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

充
実
し
た
報
告
会
と
な

る
よ
う
、今
後
、手
法
な
ど

を
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

石
井
芳
隆

　
副
委
員
長　

釘
丸
久
子

　

委　

員　

泉　
　

修

�

名
切
文
梨

�

難
波
達
哉

�

遠
藤
浩
一

�

井
上
敏
夫

�

松
前　

進

�

神
子
雅
人
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問　

計
画
の
目
的
、
基
本

理
念
お
よ
び
方
針
は
。

　

答
　
市
長　

観
光
に
係
る

基
本
理
念
を
定
め
、
豊
か
な

自
然
や
温
泉
な
ど
の
観
光
資

源
を
生
か
し
、
本
市
の
観
光

地
と
し
て
の
優
位
性
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
を

進
め
て
い
る
。
厚
木
市
観
光

振
興
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
議
論
を
深
め
て
い
る
。

　

問　

構
造
改
革
特
別
区
域

の
制
度
を
活
用
し
、
飯
山
・

七
沢
な
ど
の
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
規

制
緩
和
が
で
き
な
い
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

国
土
交
通
省
か
ら
妥
当

で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
。

●
河
川
環
境
・
下
水
道
整
備

　

問　

小
鮎
川
の
流
下
能
力

の
安
全
性
は
十
分
か
。

　

答
　
市
長　

管
理
者
の
神

奈
川
県
か
ら
、
河
床
整
理
を

行
い
、
能
力
の
維
持
向
上
に

努
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

問　

市
街
化
調
整
区
域
の

公
共
下
水
道
整
備
の
考
え
は
。

　

答
　
市
街
地
活
性
化
担
当

部
長　

次
回
の
事
業
認
可
変

更
時
期
を
め
ど
に
、
事
業
認

可
を
取
得
し
、
事
業
着
手
で

き
る
よ
う
準
備
す
る
。

●
獣
害
対
策

　

問　

防
護
柵
の
成
果
は
。

　

答
　
市
長　

シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
の
出
没
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
、
ヤ
マ
ビ
ル
も
大
き

く
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は

猿
な
ど
の
有
害
獣
の
捕
獲
、

駆
除
の
対
応
策
を
研
究
す
る
。

　

問　

個
人
の
電
気
柵
設
置

に
対
し
、補
助
で
き
な
い
か
。

　

答
　
産
業
振
興
部
長　

検

討
の
対
象
と
す
る
が
、
被
害

状
況
を
見
極
め
て
判
断
す
る
。

　

問　

福
祉
の
観
点
を
踏
ま

え
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
交

通
弱
者
に
ど
う
対
処
す
る
か
。

　

答
　
市
長　

現
在
、
段
差

の
解
消
な
ど
中
心
市
街
地
の

道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
積
極

的
な
導
入
、
高
齢
者
バ
ス
割

引
乗
車
券
購
入
費
の
一
部
助

成
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
交
通

環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア

で
自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
目

的
地
に
行
く
デ
マ
ン
ド
交
通

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

地
域
循
環
型
の
交
通
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
併
せ

て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
介
護
保
険
事
業

　

問　

現
状
と
課
題
は
。
ま

た
、
市
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

高
齢
化
に
伴

い
要
支
援
、
要
介
護
の
認
定

者
数
も
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充

実
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

今
後
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

迅
速
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

相
談
体
制
や
各
種
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
。

　

問　

平
成
24
年
度
の
介
護

保
険
料
改
定
に
お
い
て
、
基

金
を
ど
う
活
用
す
る
の
か
。

　

答
　
市
長　

現
在
進
め
て

い
る
保
険
料
の
推
計
作
業
の

中
で
、
第
５
期
事
業
計
画
の

３
年
間
で
必
要
な
保
険
給
付

費
を
的
確
に
見
込
む
と
と
も

に
、
介
護
保
険
事
業
基
金
か

ら
の
繰
り
入
れ
を
計
画
し
、

保
険
料
が
大
幅
な
増
額
と
な

ら
な
い
よ
う
努
め
る
。

　

問　

円
滑
な
交
通
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
高
規

格
幹
線
道
路
の
整
備
と
併
せ
、

未
整
備
区
間
の
環
状
道
路
や

幹
線
市
道
の
早
期
整
備
な
ど

が
不
可
欠
だ
が
、
市
道
の
整

備
状
況
は
。

　

答
　
市
長　

第
６
次
厚
木

市
道
路
整
備
５
カ
年
計
画
に

基
づ
き
、
高
規
格
幹
線
道
路

一
部
の
施
設
に
携
帯
用
熱
中

症
計
を
備
え
付
け
て
お
り
、

今
後
、
小
・
中
学
校
な
ど
へ

の
配
備
も
検
討
す
る
。

　

問　

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
の

設
置
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

現

行
の
予
算
で
対
応
で
き
る
物

も
あ
る
の
で
、
学
校
と
調
整

の
上
、
希
望
が
あ
れ
ば
設
置

す
る
方
向
で
考
え
て
い
く
。

●
介
護
保
険
事
業

　

問　

災
害
時
に
お
け
る
通

所
利
用
者
の
帰
宅
困
難
対
策

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
市
長　

関
係
事
業
所

と
意
見
交
換
を
図
り
、
共
通

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

な
ど
の
完
成
時
期
を
見
据
え

た
道
路
体
系
づ
く
り
を
確
立

す
る
た
め
、
溝
野
日
影
坂
上

線
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

地
域
間
交
流
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
昨
年
、
中
津
川
左

岸
堤
防
道
路
を
完
成
さ
せ
た
。

現
在
、
籏
谷
上
古
沢
線
、
横

林
上
飯
山
線
な
ど
の
整
備

や
、
厚
木
環
状
３
号
線
、
本

厚
木
下
津
古
久
線
お
よ
び
酒

井
長
谷
線
の
整
備
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
い
る
。
さ
ら

に
、
中
心
市
街
地
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
や
幹
線
市
道
に
お

け
る
歩
道
整
備
、
生
活
道
路

整
備
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問　

狭き
ょ
う

隘あ
い

道
路
が
多
い
が
、

防
災
上
ど
う
か
。

　

答
　
消
防
長　

現
状
を
把

握
の
上
、
災
害
対
応
の
計
画

を
作
成
し
て
防
災
上
支
障
が

な
い
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
狭
隘
道
路
の
解
消
に
向

け
て
関
係
部
な
ど
と
の
調
整

を
図
っ
て
い
る
。

　

問　

都
市
計
画
道
路
見
直

し
後
の
整
備
状
況
と
課
題
は

何
か
。

　

答
　
市
長　

整
備
済
み
区

間
は
約
77
㌔
㍍
で
、
平
成
８

年
の
都
市
計
画
変
更
以
降
、

約
11
㌔
㍍
進
ん
だ
。
整
備
推

進
に
当
た
り
、
用
地
の
確
保

や
建
築
物
の
移
転
な
ど
に
関

係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

問　

産
後
う
つ
病
を
早
期

発
見
、早
期
治
療
す
る
た
め
、

病
気
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る

情
報
提
供
と
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
産
後
の
母
親
の

心
の
健
康
を
、
パ
ソ
コ
ン
や

携
帯
電
話
で
簡
易
に
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
市
長　

母
親
自
身
が

う
つ
病
と
気
付
か
な
い
ま
ま

重
症
化
す
る
と
乳
幼
児
の
発

達
遅
延
な
ど
へ
の
影
響
も
あ

る
た
め
、
早
期
発
見
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

　

問　

ス
ト
レ
ス
を
パ
ソ
コ

ン
な
ど
で
測
る
「
こ
こ
ろ
の

体
温
計
」の
ア
ク
セ
ス
数
は
。

　

答
　
市
民
健
康
部
長　

月

平
均
で
６
８
１
３
件
で
あ
る
。

●
猛
暑
対
策

　

問　

小・中
学
校
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
へ
熱
中
症
計
の

設
置
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
教
育
長　

既
に
南
毛

利
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど

け
て
い
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い

て
は
、
１
１
５
０
個
の
簡
易

ト
イ
レ
の
ほ
か
、
必
要
時
に

供
給
し
て
も
ら
う
協
定
を
業

者
と
締
結
し
て
お
り
、
充
足

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

●
給
食
費
の
収
納

　

問　

給
食
費
の
徴
収
に
つ

い
て
、
市
が
主
体
と
な
っ
て

集
め
る
公
会
計
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

平

成
20
年
度
か
ら
検
討
を
重

ね
、
昨
年
度
、
公
会
計
導
入

の
方
向
性
が
出
た
。
今
年
度

は
、
条
例
や
規
則
に
関
す
る

検
討
の
ほ
か
、
シ
ス
テ
ム
関

係
を
含
め
た
収
納
の
技
術
的

な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
に

は
、
一
定
地
域
の
携
帯
電
話

に
対
し
て
一
斉
メ
ー
ル
を
送

信
す
る
緊
急
速
報
エ
リ
ア

メ
ー
ル
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
。
こ
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

は
住
民
の
安
全
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
共
団
体

か
ら
発
信
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

具

体
的
に
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　

問　

市
役
所
や
本
厚
木
駅

周
辺
に
お
け
る
災
害
時
の
食

料
・
飲
料
水
、
ト
イ
レ
対
策

は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

厚

木
小
学
校
、
厚
木
中
学
校
、

厚
木
中
央
公
園
備
蓄
倉
庫
に

保
存
用
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
お
か

ゆ
を
備
蓄
し
て
い
る
。
飲
料

水
に
つ
い
て
は
、
厚
木
第
二

小
学
校
と
厚
木
中
央
公
園
地

下
駐
車
場
に
耐
震
性
貯
水
槽

が
あ
る
ほ
か
、
市
街
地
10
カ

所
に
応
急
給
水
用
井
戸
を
設

平
成
19
年
度
以
降
の

市
道
の
整
備
状
況
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
太
田
　
洋 

議
員

産
後
う
つ
病
の

早
期
発
見
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を

公
明
党
　
寺
岡
　
ま
ゆ
み 

議
員

ホームページの議会情報
　厚木市議会では、より開かれた議会
を目指し情報発信に努めており、ホー
ムページで次の情報がご覧になれます。

◆インターネット議会中継
　�本会議・常任委員会・特別委員会など
の生中継と録画中継
◆会議録（本会議・常任委員会など）
　�委員会の会議録を掲載するまでの間、
委員長報告を掲載しています。
◆市議会だより
◆その他
　�議員名簿、議会デー
タ、一般質問通告一
覧、子どものページ、
議長交際費など。

　市議会では、友好都市の中国揚州市に訪問団を派遣
し友好交流を図ったほか、議会運営の先進事例を調査
し専門的知識を深めるために議会運営委員会が行政視
察を行いました。主な内容は次のとおりです。
◆厚木市議会友好都市交流訪問団
　10月16日〜19日、人民代表大会表敬訪問、花園小学
校・揚州職業大学訪問、人民代表大会関係者との地震
災害対策に係る意見交換会など。

◆議会運営委員会
　10月26日・27日、議会
改革、政策提言議員協議
会について
（宮崎県延岡市）

　本会議の詳しい内容は、会議録を
ご覧ください。インターネットや市
政情報コーナー（本庁舎１階）、中央
図書館、各地区市民センターでご覧
になれます。９月定例会の会議録は、
12月下旬ごろ公開する予定です。

会議録の閲覧を！

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を

活
用
で
き
な
い
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
髙
田
　
浩 

議
員

観
光
振
興
計
画
の
目
的
、

基
本
理
念
お
よ
び
方
針
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
渡
辺
　
貞
雄 

議
員

高
齢
社
会
に
お
け
る

交
通
弱
者
対
策
は

日
本
共
産
党
　
釘
丸
　
久
子 

議
員

友好交流と行政視察
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電
気
料
金
の

削
減
の
取
り
組
み
は

公
明
党
　
田
上
　
祥
子 

議
員

教
科
書
採
択
に
お
け
る

課
題
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
難
波
　
達
哉 

議
員

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

見
通
し
と
課
題
は

あ
つ
ぎ
市
民
の
党
　
奈
良
　
握 

議
員

災
害
時
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
状
況
は

公
明
党
　
遠
藤
　
浩
一 

議
員

小
・
中
学
校
の
給
食
費
を

市
が
徴
収
で
き
な
い
か

改
革
あ
つ
ぎ
　
松
前
　
進 

議
員

　
問　

学
校
現
場
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
も
、
給
食
費

を
市
が
徴
収
す
る
方
式
に
変

更
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
長　

給
食
費
の

会
計
処
理
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
導

入
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

　

問　

準
備
の
期
間
は
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

運

営
側
の
準
備
、
保
護
者
側
へ

の
説
明
な
ど
の
課
題
は
あ
る

が
、
平
成
２５
年
４
月
１
日
を

目
途
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　

問　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
、
自
然･

再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
の
検
討
は
進
ん

で
い
る
か
。

　

答
　
市
長　

太
陽
光
や
風

力
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
検
討
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
担
当
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
企
業
や
大
学
な

ど
の
専
門
家
か
ら
成
る
産
官

学
協
働
の
厚
木
市
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
今
後
の
活
用
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

問　

電
気
事
業
者
に
よ
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気

の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
価
値
を
ど
う
見
通
し
、

今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

答
　
環
境
み
ど
り
部
長　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全

量
買
い
取
り
制
度
が
で
き
た

の
で
、
厚
木
市
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
検
討
委
員
会
の
中

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
効
果
的
に
導
入
す
る
方
法

や
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま

　

問　

省
エ
ネ
と
無
駄
を
な

く
す
観
点
か
ら
、
電
気
の
使

用
量
と
電
気
料
金
を
削
減
す

る
必
要
が
あ
る
。
契
約
形
態

の
見
直
し
や
、
入
札
に
よ
る

電
力
調
達
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
今
後
の
考
え
は
。

　

答
　
総
務
部
長　

日
中
や

夏
季
に
お
け
る
利
用
頻
度
が

高
い
施
設
は
、
必
然
的
に
電

気
料
金
の
単
価
が
高
い
傾
向

に
あ
る
た
め
、
東
京
電
力
と

交
渉
し
、
相
当
数
の
減
額
の

契
約
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

電
力
調
達
の
自
由
化
を
受

け
、
荻
野
運
動
公
園
で
は
東

京
電
力
以
外
の
会
社
と
契
約

し
て
い
る
。
今
後
、
電
気
料

金
の
単
価
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
、
よ
り
良
い
方
向
性
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
積
極

的
に
導
入
す
る
考
え
は
。

　

答
　
市
長　

国
の
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金
を

活
用
し
、昨
年
度
と
今
年
度
、

中
心
市
街
地
の
防
犯
灯
や
公

園
、
地
下
道
な
ど
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
の
設
置
を
進
め
て
い

る
。
今
後
も
省
エ
ネ･

節
電

対
策
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
、
公
共
施
設
へ
の
計
画
的

な
導
入
を
図
る
。

●
文
化
・
芸
術
の
薫
る
ま
ち

づ
く
り

　

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

利
用
方
法
を
改
善
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

　

答
　
市
長　

文
化
芸
術
の

発
信
の
場
と
し
て
、
市
民
団

体
を
対
象
に
多
く
の
方
々
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。 

今
後
も
利
用
状
況
な

ど
の
検
証
や
市
民
ニ
ー
ズ
な

ど
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
一
層

の
有
効
利
用
に
努
め
る
。

ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
な

ど
を
段
階
的
に
研
究
す
る
。

●
放
射
能
汚
染
対
策

　

問　

食
品
や
土
壌
、
廃
棄

物
の
安
全
性
は
ど
う
か
。

　

答
　
環
境
み
ど
り
部
長　

給
食
用
食
材
に
つ
い
て
は
、

放
射
能
濃
度
を
測
定
し
て
市

民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
い

る
。
土
壌
に
つ
い
て
は
、
空

間
線
量
に
よ
る
測
定
だ
が
、

全
て
の
測
定
地
点
で
国
の
基

準
よ
り
大
幅
に
低
い
数
値
で

あ
る
。廃
棄
物
に
つ
い
て
も
、

７
月
上
旬
に
環
境
セ
ン
タ
ー

の
焼
却
灰
を
測
定
し
た
結

果
、
国
の
基
準
よ
り
大
幅
に

低
い
数
値
で
あ
り
、
特
に
異

常
は
な
い
。

●
小
学
校
３５
人
学
級

　

問　

来
年
度
に
向
け
て
市

の
考
え
は
。

　
答
　
教
育
長　
本
市
で
は
、

国
の
示
し
た
学
年
よ
り
１
学

年
上
の
２
年
生
ま
で
を
１
学

級
３５
人
以
下
で
編
成
し
て
い

る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
す
る
。

●
同
時
選
挙

　

問　

市
長
選
挙
と
市
議
会

議
員
選
挙
を
同
時
に
行
う
方

法
は
。
ま
た
、
そ
の
場
合
の

経
費
削
減
額
は
。

　

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
長　

公
職
選
挙
法
で

は
、
任
期
満
了
日
が
９０
日
以

内
の
間
隔
で
あ
れ
ば
、
同
時

選
挙
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ

て
い
る
。
厚
木
市
の
場
合
、

１
５
０
日
以
上
あ
り
、
現
状

の
ま
ま
で
は
で
き
な
い
。

　

た
だ
し
、
仮
に
市
議
会
が

平
成
26
年
12
月
定
例
会
の
最

終
日
に
自
主
解
散
し
た
場

合
、
市
議
会
議
員
の
任
期
が

終
了
し
、
市
長
の
任
期
満
了

日
の
90
日
以
内
と
な
る
の

で
、
選
挙
の
同
時
執
行
が
可

能
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
経

費
は
３
１
０
０
万
円
程
度
の

削
減
と
な
る
。

　

問　

教
科
書
採
択
に
当
た

り
、
教
育
委
員
会
委
員
が
全

て
の
教
科
書
に
目
を
通
す
の

は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
教

科
書
の
会
社
に
よ
り
編
集
方

針
が
異
な
る
教
科
、
特
に
歴

史･

公
民
は
重
点
的
な
検
討

が
必
要
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　

答
　
学
校
教
育
部
長　
５

月
上
旬
に
見
本
本
が
届
き
、

中
旬
か
ら
閲
覧
可
能
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
２
カ
月
以
上

に
わ
た
り
、
し
っ
か
り
と
調

査
研
究
が
行
わ
れ
た
も
の
と

判
断
し
て
い
る
。

　

問　

教
育
委
員
の
方
々
が

一
生
懸
命
に
検
討
さ
れ
た
こ

と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
市

民
へ
の
情
報
が
少
な
い
。
７

月
定
例
会
と
調
査
研
究
報
告

書
以
外
に
、
事
前
勉
強
会
の

内
容
を
開
示
で
き
な
い
か
。

　

答
　
教
育
長　

教
育
委
員

を
信
頼
し
て
い
た
だ
く
中
で

行
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
ほ
し
い
。

●
市
民
協
働

　

問　

市
長
が
提
唱
す
る
市

民
協
働
の
イ
メ
ー
ジ
は
。

　

答
　
地
域
力
創
造
担
当
部

長　

行
政
が
行
政
の
責
任
を

果
た
す
一
方
、
市
民
に
も
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

積
極
的
に
自
主
的
な
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。

　

問　

地
域
福
祉
推
進
員
を

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
く

目
的
は
何
か
。
福
祉
業
務
以

外
の
仕
事
も
す
る
の
か
。

　

答
　
福
祉
部
長　

高
齢
化

が
進
む
中
、
身
近
な
地
域
で

の
活
動
、
助
け
合
い
な
ど
を

推
進
す
る
目
的
で
、
今
年
度

は
２
地
区
に
置
く
。
社
会
福

祉
協
議
会
の
嘱
託
員
だ
が
、

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
の

指
示
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
。

　
問　

子
ど
も
が
受
け
る
放

射
線
の
リ
ス
ク
は
大
人
の
４

倍
に
上
る
と
聞
く
。
内
部
被

ば
く
を
避
け
る
た
め
、
給
食

用
食
材
の
選
定
は
ど
う
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
市
立
病
院

に
入
院
中
の
妊
婦
の
食
事
は

ど
う
か
。

　

答
　
教
育
総
務
部
長　

学

校
給
食
で
は
、
国
、
県
が
発

表
し
た
出
荷
制
限
に
係
る
食

材
は
選
定
し
て
い
な
い
。

　

答
　
病
院
事
業
局
長　

病

院
で
も
、
出
荷
制
限
し
て
い

る
食
材
は
選
定
し
て
い
な
い
。

　

問　

砂
場
で
の
被
ば
く
も

考
え
ら
れ
る
。
放
射
線
量
を

測
定
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　

答
　
河
川
緑
政
担
当
部
長

　
８
月
に
公
園
の
砂
場
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
最
高
で
も

０
・
１
５
㍃
・
シ
ー

ベ
ル
ト

だ
っ
た
。

市
と
し
て
22
カ
所
で
定
期
的

に
行
っ
て
い
る
測
定
の
結
果

を
見
な
が
ら
、
公
園
の
砂
場

も
調
査
を
続
行
し
た
い
。

　

答
　
こ
ど
も
未
来
部
長　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

●（
仮
称
）戸
室
ハ
イ
ツ
建
設

　

問　

集
会
所
の
併
設
と
周

辺
の
狭き

ょ
う隘あ
い道
路
の
拡
幅
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

答
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

集
会
所
は
第
２
期
実
施

計
画
の
中
で
検
討
す
る
。
ま

た
、
広
場
の
整
備
に
合
わ
せ

て
そ
の
周
辺
の
道
路
を
拡
幅

す
る
。

　

問　

戸
室
ハ
イ
ツ
建
設
後

に
取
り
壊
す
、
子
の
神
団
地

の
土
地
の
活
用
方
法
は
。

　

答
　
市
長　

市
営
住
宅
の

用
途
廃
止
を
行
い
、
財
源
確

保
の
た
め
売
却
を
最
優
先
に

検
討
す
る
。

　

市
民
生
活
に
重
要
な
こ
と
で

も
、
そ
れ
が
国
や
県
の
仕
事
で

あ
る
場
合
な
ど
、
市
の
力
で
解

決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
市
議
会

で
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

基
づ
き
、
意
見
書
を
国
会
ま
た

は
関
係
行
政
庁
に
提
出
し
、
議

会
と
し
て
の
意
思
を
表
明
し
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
で
可
決
し
た
意

見
書
は
次
の
１
件
で
す
。

　政府は、昨年11月９日、「包括的経済連携に関する基本方針」を閣
議決定し、ＴＰＰ（環太平洋（戦略的）経済連携協定）について、関係
国との協議を開始する姿勢を明確にした。また、そのときに判断が先
送りされた交渉参加の可否についても、ＴＰＰ交渉参加９カ国が大枠
合意を目指す本年11月までに判断することに意欲を示している。
　我が国は、既に世界で最も開かれた農水産物純輸入国であり、食料
自給率は先進国の中でも最低の水準となっていることから、これ以上
の農林漁業（第１次産業）の後退は食いとめなければならない状況に
ある。
　こうした中、関税撤廃の例外措置を認めないＴＰＰを締結すれば、
日本の農林漁業が深刻な打撃を受けることは必至である。たとえ生産
者所得が補償されても、輸入が増大し、地域の農林漁業が崩壊するこ
とになる。同時に、関連産業の衰退により地域雇用が減少し、農林漁
業の持つ多面的機能も失われてしまう。さらに、国民の多くが望む食
料自給率の向上への期待を裏切るばかりか、政府が定めた「食料・農
業・農村基本計画」をみずから否定することにもなる。
　よって、国においては、我が国の農林漁業や食料安全保障への影響
を十分考慮し、ＴＰＰ交渉には参加しないよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

� 平成23年10月４日　

提出先＝�衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、� �
外務大臣、農林水産大臣、経済産業大臣

可 決 し た

意見書
ＴＰＰ交渉への参加に反対する意見書

会 派 略 称
（所属議員数）

改　革
（７人）

みらい
（５人）

公明党
（４人）

市政ク
（２人）

共産党
（２人）

市　民
（１人）

ネット
（１人）

民主党
（１人）

交　付　額 1,680,000 1,200,000 960,000 480,000 480,000 240,000 240,000 240,000

支　

出　

額

研究研修費 97,894 30,000 0 2,000 119,295 0 25,460 5,160

調 査 旅 費 77,958 533,615 168,834 0 2,000 0 0 0

資料作成費 0 74,460 62,832 31,170 0 193,397 40,000 3,950

資料購入費 327,054 14,680 152,433 1,800 45,426 22,808 19,480 42,500

広 報 費 40,000 61,666 92,000 0 274,140 21,060 0 0

広 聴 費 0 0 0 31,000 193,780 0 0 0

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 45,550 0

その他の経費 125,768 234,071 110,857 160,000 23,692 0 4,960 42,185

合 計 668,674 948,492 586,956 225,970 658,333 237,265 135,450 93,795

残額（返戻額） 1,011,326 251,508 373,044 254,030 0 2,735 104,550 146,205

（単位：円）

政 務 調 査 費 会 計 報 告
　

地
方
自
治
法
や
厚
木
市
議
会
政
務
調
査
費

の
交
付
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の

調
査
研
究
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

各
会
派
に
対
し
て
所
属
議
員
１
人
当
た
り
月

６
万
円
の
政
務
調
査
費
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

改
選
前
の
平
成
23
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で

の
間
に
お
け
る
各
会
派
の
支
出
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※会派表記、正式名称、所属議員（　　は代表者）【交付時の議員数を掲載。４月に４カ月分を交付】
　�改革＝改革あつぎ：石井芳隆、髙田浩、松本樹影、松前進、小島一郎、太田洋、徳間和男　みらい＝あつぎみらい：松田則康、

難波達哉、神子雅人、越智一久、沼田幸一　公明党＝公明党厚木市議員団：川口仁、寺岡まゆみ、田上祥子、関戸順一　市政
ク＝市政クラブ：齋藤仁礼、石井恒雄　共産党＝日本共産党厚木市議員団：釘丸久子、栗山香代子　市民＝あつぎ市民の党：
奈良握　ネット＝神奈川ネットワーク運動厚木市議員団：前田多賀子　民主党＝民主党：名切文梨

※４月24日、関戸順一議員が逝去され、公明党（公明党厚木市議員団）の所属議員は３人になりました。

放
射
能
汚
染
か
ら

子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
は

民
主
ク
ラ
ブ
　
名
切
　
文
梨 

議
員

　

問　

行
政
の
重
要
事
業
を

災
害
時
に
継
続
す
る
た
め
に

は
事
前
の
計
画
が
必
要
だ
が
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
状
況
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
す

る
中
で
計
画
を
練
っ
て
い
く
。

　

問　

罹り

災さ
い

証
明
書
の
発
行

や
義
援
金
の
交
付
な
ど
を
迅

速
に
行
う
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
と
家
屋
台
帳
の
デ
ー
タ

を
統
合
し
た
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
が
必
要
だ
が
、
導
入

に
向
け
て
の
状
況
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
中

で
検
討
し
て
い
く
が
、
い
ろ

い
ろ
な
部
署
に
関
係
す
る
た

め
、
具
体
的
な
部
分
は
少
し

時
間
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

●
液
状
化
に
よ
る
被
害
想
定

　

問　

液
状
化
に
よ
る
市
内

の
被
害
想
定
地
域
は
ど
こ
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

液

状
化
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

を
把
握
し
、
資
料
を
作
成
し

た
の
で
、
今
年
度
中
に
は
全

戸
配
布
し
て
周
知
す
る
。

●
家
族
防
災
会
議

　

問　

防
災
意
識
を
高
め
る

「
家
族
防
災
会
議
の
日
」を
制

定
し
、
防
災
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

災

害
時
に
家
族
が
自
発
的
に
行

動
で
き
る
よ
う
、
ど
の
よ
う

に
市
が
働
き
掛
け
を
す
る
か

今
後
の
課
題
と
す
る
。

●
災
害
時
の
情
報
発
信

　

問　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
を
持
た
な
い
方
へ
の
災
害

時
の
情
報
発
信
の
方
法
は
。

　

答
　
協
働
安
全
部
長　

防

災
行
政
無
線
が
聞
き
取
れ
な

い
場
合
の
対
策
と
し
て
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
。

　

問　

災
害
時
に
お
け
る
要

援
護
者
支
援
体
制
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。　

　

答
　
市
長　

現
在
、
要
援

護
者
登
録
台
帳
を
作
成
し
、

安
否
確
認
や
避
難
誘
導
な
ど

の
支
援
体
制
を
確
立
し
て
い

る
。
今
後
は
、
台
帳
を
活
用

し
、
自
主
防
災
隊
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
協
力

に
よ
り
、
要
援
護
者
ご
と
に

個
別
の
支
援
方
法
が
確
立
で

き
る
よ
う
地
域
と
の
連
携
を

深
め
る
。

●
放
射
線
量
の
測
定

　

問　

空
間
線
量
は
収
束
方

向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
土
壌
や
食
物
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
る
。
今
後
も
放

射
線
量
の
測
定
を
継
続
し
て

も
ら
え
る
か
。

　

答
　
環
境
み
ど
り
部
長

市
民
の
不
安
解
消
と
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、当
分
の
間
、

継
続
的
に
測
定
し
、
結
果
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
き
た
い
。

●
子
育
て
支
援

　

問　

巡
回
相
談
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答
　
市
長　

幼
稚
園
や
保

育
園
の
巡
回
相
談
は
、
厚
木

市･

愛
川
町･

清
川
村
障
害

者
自
立
支
援
協
議
会
の
発
達

支
援
部
会
が
神
奈
川
県
発
達

障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
、
平
成
22
年
度
か
ら

２
カ
年
の
期
間
で
、
特
別
な

配
慮
を
要
す
る
幼
児
な
ど
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
巡
回
相

談
は
今
年
度
で
終
了
す
る

が
、
発
達
上
、
配
慮
の
必
要

な
子
ど
も
の
早
期
支
援
な
ど

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

災
害
時
要
援
護
者
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は

神
奈
川
ネ
ッ
ト
　
内
川
　
由
喜
子 

議
員

　９月定例会終了後、厚木市立病院の整備・運営に関する調
査研究特別委員会が開かれ、執行機関から、新病院整備に係
る事前工事に伴う移転計画や地方公営企業法の全部適用移行
に係る条例改正の予定などが説明されました。　
　説明後の委員の主な質疑と執行機関の答弁を紹介します。

問　課題である救急部門・高度医療の充実に対する考えは。
答�　救急専属スタッフの配置のほか、がん・心臓・脳血管の

病気への対応を、集中治療室の整備を含めて進める。また、
医療スタッフの確保と教育を並行して進める。

問�　厚木市立病院はＨＩＶ（ヒト免疫不全ウィルス）治療の
基幹的な病院になっているが、今後の治療体制は。

答�　治療方法が変わってきているので、現状に合った知識と
経験を持つ、高いレベルの診療ができる医師を招致し、Ｈ
ＩＶの拠点病院としての機能が果たせるよう努める。

問�　神奈川県総合リハビリテーションセンターの再整備に伴
う縮小は、看護師を確保する機会だと思うが。

答�　現状でも積極的に募集しているが、ある程度の人数が必
要なので、機会を捉えて検討する。

問　潜在看護師の確保に対する考えは。
答�　子育てなどのために一度看護職を離れた方のために厚木

地区の看護部長会で就職相談会を開いている。今後もそう
した就職相談会を積極的に進めていきたい。

病 院 特 別 委 員 会

■�厚木市議会の議決に付すべき
契約

　予定価格１億５千万円以上の工事
または製造の請負に係る契約。

■請願・陳情の採択、趣旨採択
　請願・陳情の内容について、願意
が妥当で法令上、行財政上実現性が
あるような場合には、議会として賛
同することになり、議会の意思決定
は、請願・陳情を採択する方法によ
りなされることになります。
　また、願意は十分に理解できても、
市の財政事情などから、当分の間は
願意を実現することが不可能である
場合などに、便宜的に「趣旨には賛
成である」という意味の議決をする
ことがあり、その趣旨のみを取り上
げることから、これを趣旨採択と呼
んでいます。

楽しい給食の時間（厚木小学校）。市が給食費を徴収することになれば、
教職員の負担が減り、教育活動への効果も期待される

森の里地区を循環する乗合自動車（地域住民による市民協働
事業提案が市に採択され、１０月から実証運行が始まった）

豆 知 識
議 会 審 議
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総
務
企
画

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　

問　

環
境
セ
ン
タ
ー
基
幹

的
設
備
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

新
し
い
施
設
が
で
き
る
ま
で

の
使
用
の
た
め
に
、
こ
れ
だ

け
の
修
繕
、
延
命
措
置
が
必

要
な
の
か
。

　

答　

廃
棄
物
処
理
施
設
長

寿
命
化
計
画
な
ど
の
中
で
重

要
度
、
健
全
度
、
劣
化
度
を

総
合
的
に
判
断
し
、
使
用
期

間
を
考
慮
し
た
上
で
の
必
要

最
小
限
度
の
措
置
で
あ
る
。

　

問　

市
営
中
町
２
丁
目
自

転
車
駐
車
場
は
、
３
階
建
て

で
１
５
０
０
台
収
容
で
き
る

と
い
う
が
、
本
厚
木
駅
北
口

周
辺
の
駐
輪
場
や
放
置
自
転

車
な
ど
の
状
況
は
ど
う
か
。

　

答　

本
厚
木
駅
北
口
周
辺

の
公
営
・
民
営
駐
輪
場
に
約

５
４
０
０
台
駐
輪
し
て
い
る

が
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
や
放

置
自
転
車
の
状
況
も
あ
り
、

さ
ら
に
約
１
３
０
０
台
分
が

必
要
で
あ
る
。
今
回
の
整
備

に
よ
り
、
そ
れ
ら
に
、
ほ
ぼ

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

委員会の

審査
契約・補正予算など
――主な質疑と答弁、意見――

　工事請負契約、補正予算などの議案や請
願・陳情について、各常任委員会での主な
質疑と答弁、委員の意見を紹介します。

○
尖
閣
諸
島
を
初
め
我
が
国

の
領
土
・
領
海
を
守
る
措
置

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

《
委
員
の
意
見
》

・
我
が
国
の
領
土
・
領
海
を

守
る
と
い
う
思
い
は
全
員
一

致
だ
と
思
う
。
た
だ
、
項
目

の
一
つ
一
つ
は
、
こ
の
委
員

会
で
議
論
す
る
に
は
、
な
じ

ま
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
う

の
で
、趣
旨
採
択
と
し
た
い
。

市
民
福
祉

○
平
成
23
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

所
管
科
目

　

問　

児
童
扶
養
手
当
給
付

事
業
費
に
つ
い
て
、
受
給
者

数
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

答　

受
給
者
数
は
、
４
月

末
で
１
７
４
７
人
と
前
年
度

比
で
１
０
８
人
増
加
し
た
。

離
婚
に
よ
り
、
一
人
親
家
庭

と
な
っ
た
た
め
受
給
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
今
後
も
こ

の
傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。

○
平
成
23
年
度
厚
木
市
病
院

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

問　

工
事
に
よ
り
、
市
立

病
院
の
ベ
ッ
ド
数
と
収
入
面

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　

答　

解
体
工
事
に
着
手
し

本
体
工
事
が
進
む
と
、
現
在

の
３
５
６
床
が
最
少
で
２
８

９
床
ま
で
減
少
す
る
が
、
病

院
の
機
能
を
落
と
さ
な
い
よ

う
、
診
療
科
目
ご
と
に
ベ
ッ

ド
数
を
割
り
振
っ
て
い
く
。

　

平
均
利
用
病
床
数
が
２
４

１
床
で
あ
り
、
収
入
へ
の
影

響
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。

環
境
教
育

○
平
成
23
年
度
厚
木
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

所
管
科
目

　

問　

東
日
本
大
震
災
の
関

係
で
公
園
に
影
響
は
な
か
っ

た
の
か
。
放
射
線
を
心
配
す

る
声
も
あ
る
が
、
状
況
は
。

　

答　

震
災
後
に
市
内
の
全

て
の
公
園
の
状
況
を
確
認
し

た
が
、
公
園
灯
や
遊
具
、
建

物
へ
の
被
害
は
な
か
っ
た
。

　

放
射
線
の
関
係
は
、
公
園

緑
地
課
で
独
自
に
９
カ
所
を

測
定
し
た
が
、
特
に
高
い
放

射
線
量
は
検
出
さ
れ
な
か
っ

た
。
現
在
は
生
活
環
境
課
で

定
期
的
に
測
定
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
中
で
非
常
に

高
い
数
値
が
検
出
さ
れ
た
場

合
に
は
、
公
園
に
お
い
て
も

す
ぐ
に
測
定
を
行
い
、
状
況

に
応
じ
て
処
置
を
行
う
。

　

問　

小
・
中
学
校
災
害
時

帰
宅
困
難
児
童
・
生
徒
支
援

事
業
の
内
容
は
。

　

答　

大
地
震
な
ど
の
発
生

時
に
、
交
通
機
関
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
勤
め
先
や
出
先

か
ら
保
護
者
が
帰
宅
で
き
な

い
状
態
の
子
ど
も
を
一
時
的

に
預
か
る
こ
と
を
見
込
み
、

災
害
保
存
用
食
料
の
ビ
ス

ケ
ッ
ト
と
毛
布
を
備
蓄
す
る
。

都
市
経
済

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
　

問　

一
般
国
道
４
１
２
号

が
市
に
移
管
さ
れ
る
経
過
は
。

ま
た
、
当
該
区
間
約
４
㌔
㍍

の
管
理
費
用
は
。

　

答　

管
理
者
で
あ
る
県
と

昭
和
59
年
に
協
議
し
、
国
道

４
１
２
号
バ
イ
パ
ス
建
設
後

に
旧
道
が
市
に
移
管
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

平
成
12
年
に
バ
イ
パ
ス
建
設

が
上
荻
野
歩
道
橋
ま
で
完
了

し
た
た
め
、
条
件
面
の
折
衝

を
続
け
、
移
管
に
至
っ
た
。

　

維
持
管
理
費
は
、
街
路
灯

57
基
の
電
気
代
が
年
間
約
１

０
０
万
円
、
路
面
清
掃
代
が

年
２
回
で
40
万
円
掛
か
る
と

県
か
ら
聞
い
て
い
る
。

　

問　

温
水
西
一
丁
目
の
全

共
連
跡
地
に
３
回
に
分
け
て

住
宅
が
約
２
０
０
戸
で
き
る

と
い
う
。
当
該
地
は
傾
斜
が

あ
る
が
、
雨
水
処
理
を
全
体

計
画
と
し
て
考
え
て
い
る
か
。

　

答　

今
後
は
敷
地
内
に
大

き
な
調
整
池
を
造
り
、
一
度

雨
水
を
た
め
て
か
ら
徐
々
に

流
す
方
法
を
考
え
て
い
る
。

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
に

反
対
す
る
意
見
書
を
国
に
提

出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願

《
委
員
の
意
見
》

・
日
本
の
農
業
、
特
に
厚
木

市
の
農
業
を
考
え
る
と
厳
し

い
状
況
が
目
に
浮
か
ぶ
た
め
、

参
加
す
べ
き
で
は
な
い
。

・
逆
の
立
場
の
意
見
も
あ
る

が
、
多
く
の
世
論
が
配
慮
さ

れ
る
よ
う
声
を
届
け
た
い
。

都
市
農
業
農
地
に
お
け
る

高
齢
化
・
後
継
者
対
策
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
瀧
口
　
慎
太
郎 

議
員

（
仮
称
）戸
室
ハ
イ
ツ
新
築
工
事
の

入
札
延
期
に
よ
る
課
題
は

改
革
あ
つ
ぎ
　
石
井
　
芳
隆 

議
員

一般質問
主な質問
と答弁

エ
コ
の
取
り
組
み
と

太
陽
光
発
電
の
補
助
内
容
は

あ
つ
ぎ
み
ら
い
　
松
田
　
則
康 

議
員

　

問　

都
市
農
業
農
地
の
維

持
に
つ
い
て
、
農
業
の
高
齢

化
・
後
継
者
対
策
は
。

　

答　

市
長　

市
内
の
農
業

経
営
者
は
、
60
歳
以
上
の
方

が
全
体
の
約
77
％
と
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
後
継
者
対

策
と
し
て
農
業
後
継
者
団
体

や
認
定
農
業
者
の
活
動
に
対

す
る
支
援
、
農
業
体
験
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
、
農

業
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
、

新
規
就
農
者
の
農
業
技
術
の

習
得
や
農
地
の
あ
っ
せ
ん
な

ど
、
担
い
手
の
さ
ら
な
る
確

保
に
努
め
る
。

　

問　

市
民
参
加
の
農
業
施

　

問　

入
札
延
期
に
よ
る
課

題
は
何
か
。
ま
た
、
今
後
の

対
応
策
は
。

　

答　

市
長　

入
札
延
期
に

よ
る
課
題
と
し
て
、
再
入
札

の
執
行
時
期
、
設
計
内
容
の

見
直
し
、
工
期
の
設
定
お
よ

び
入
札
参
加
要
件
の
再
検
討

な
ど
が
あ
る
。
今
後
は
課
題

を
整
理
し
、
事
業
計
画
に
遅

延
が
生
じ
な
い
よ
う
、
再
入

札
の
早
期
執
行
に
努
め
る
。

　

問　

市
内
に
本
店
が
あ
る

業
者
と
い
う
入
札
参
加
要
件

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

　

答　

総
務
部
長　

不
正
の

事
実
が
な
け
れ
ば
変
更
す
る

理
由
が
な
い
と
い
う
考
え
方

策
は
。

　

答　

市
長　

農
業
体
験
事

業
の
ほ
か
、
市
と
Ｊ
Ａ
あ
つ

ぎ
な
ど
に
よ
り
市
民
農
園
を

13
カ
所
開
設
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
今
年
度
も
新
た
な
市

民
農
園
の
開
設
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
市
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
農
業
体
験
事
業
や
交

流
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
市
民
農
園
の

充
実
に
努
め
る
。

　

問　

厚
木
市
の
こ
れ
か
ら

の
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

答　

市
長　

首
都
圏
と
い

う
消
費
の
器
が
近
く
に
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
仕
掛
け
を

し
て
い
く
か
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
多
く
の
課
題
は

あ
る
が
、
農
業
は
私
た
ち
が

生
き
て
い
く
原
点
で
あ
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
あ
つ
ぎ
と
も
相
談

し
、
農
家
や
次
代
を
担
う

方
々
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
大

切
に
し
て
い
く
。

も
あ
る
。
今
後
、
入
札
・
契

約
制
度
検
討
委
員
会
で
十
分

に
検
討
す
る
。

　

問　

こ
の
事
業
は
平
成

23
・
24
年
度
の
予
定
だ
が
、

再
入
札
に
よ
る
遅
れ
は
当
初

間
は
環
境
セ
ン
タ
ー
を
継
続

使
用
す
る
。
新
施
設
の
計
画

を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、

法
定
手
続
き
を
着
実
に
進

め
、
環
境
に
配
慮
し
た
安
全

性
の
高
い
施
設
整
備
を
図
る
。

●
厚
木
市
立
病
院

　

問　

建
て
替
え
計
画
の
内

容
は
。

　

答　

市
長　

地
域
医
療
の

中
核
を
担
う
急
性
期
病
院
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
な

ど
の
整
備
を
進
め
、
医
師
な

ど
の
人
材
確
保
に
も
取
り
組

む
。
財
政
面
で
は
、
建
設
経

費
の
精
査
に
努
め
、
病
院
整

備
基
金
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、
将
来
負
担
を
考
慮
し
た

低
利
な
資
金
調
達
に
努
め
る
。

　

問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
コ

の
取
り
組
み
は
。

　

答　

市
長　

持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
と
地
球
温
暖
化

防
止
を
推
進
す
る
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

装
置
な
ど
の
補
助
を
実
施

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
図
っ
て
お
り
、
今

後
も
普
及
拡
大
を
推
進
す
る
。

　

問　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
費
用
に
対
す
る
補

助
額
は
。

　

答　

環
境
み
ど
り
部
長　

一
般
的
な
３
・
５
キ
ロ

ワ
ッ
ト

の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
費
用
１
５

０
万
円
か
ら
１
７
０
万
円
に

対
し
、
国
、
県
、
市
を
合
わ

せ
約
27
万
円
の
補
助
を
行
っ

て
い
る
。

●
ご
み
中
間
処
理
施
設

　

問　

将
来
計
画
は
。

　

答　

市
長　

厚
木
愛
甲
ご

み
処
理
広
域
化
実
施
計
画
の

中
で
、
新
た
な
ご
み
中
間
処

理
施
設
の
稼
働
時
期
を
平
成

32
年
と
定
め
て
お
り
、
そ
の

の
工
期
に
影
響
し
な
い
の
か
。

　

答　

ま
ち
づ
く
り
計
画
部

長　

事
業
全
体
へ
の
影
響
が

最
小
限
と
な
る
よ
う
施
工
工

程
を
工
夫
し
、
平
成
25
年
３

月
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

●
愛
市
購
買

　

問　

産
業
振
興
の
観
点
か

ら
、
買
え
る
物
は
市
内
で
買

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
愛

市
購
買
の
よ
り
一
層
の
促
進

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　

答　

市
長　

地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内

業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
に

努
め
て
い
る
。
平
成
22
年
度

に
お
け
る
市
内
本
店
業
者
と

の
工
事
請
負
契
約
の
実
績
は

94
・
４
％
で
あ
り
、
今
後
も

こ
の
趣
旨
を
さ
ら
に
徹
底

し
、
可
能
な
限
り
市
内
業
者

を
優
先
し
た
執
行
に
努
め
る
。
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心
安
全
」「
環
境
対
策
」「
景

気
対
策
」
な
ど
、
市
民
生
活

に
密
着
し
た
事
業
を
積
極
的

に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。  

　

し
か
し
な
が
ら
、
歳
入
の

根
幹
を
成
す
市
税
収
入
が
減

収
と
な
っ
た
ほ
か
、
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障

費
の
増
加
や
公
共
施
設
の
改

修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

財
政
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
厳
し
い
財
政
運
営

に
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
財
源
確
保
に

向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み

や
経
常
的
経
費
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
事
業
の
優

先
順
位
を
検
討
し
、
効
率
的

な
行
財
政
運
営
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
本
委
員
会
の

要
望
事
項
を
現
年
度
な
ら
び

に
翌
年
度
以
降
の
行
財
政
運

営
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
、
対

応
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

要
望
事
項

１　

使
用
料
、
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

の
た
め
、
受
益
者
負
担
の
さ

ら
な
る
適
正
化
に
努
め
ら
れ

た
い
。

２　

財
政
の
健
全
化
に
つ
い

て
は
、
自
主
財
源
が
減
少
す

る
中
、
財
政
調
整
基
金
の
取

り
崩
し
や
臨
時
財
政
対
策

債
、
減
収
補
て
ん
債
な
ど
に

よ
っ
て
行
政
水
準
（
財
政
規

模
）
の
確
保
が
続
い
て
い
る

が
、
経
常
収
支
比
率
が
96
・

１
％
と
な
る
な
ど
、
財
政
の

硬
直
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
た
め
、
中
長
期
的
展
望

か
ら
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、財
源
確
保
の
た
め
、

再
度
、
市
有
財
産
（
土
地
、

建
物
）
の
有
効
活
用
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
い
。

３　

事
業
の
執
行
に
当
た
っ

て
は
、
市
内
業
者
優
先
に
配

慮
し
つ
つ
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
費
用
対
効

果
を
数
値
的
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
社
会
お
よ
び

経
済
情
勢
な
ど
を
一
定
期
間

に
精
査
し
、次
の
事
業
展
開
、

改
善
に
生
か
さ
れ
た
い
。
な

お
、
適
正
と
判
断
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
事
業
期
間
を

設
け
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、全
庁
的
な
案
件
は
、

部
局
間
の
横
断
的
な
処
理
に

よ
り
、
迅
速
化
、
効
率
化
お

よ
び
経
費
節
減
に
取
り
組
ま

れ
た
い
。

　

平
成
22
年
度
に
お
け
る
本

市
の
財
政
状
況
を
見
る
と
、

財
政
構
造
の
弾
力
性
の
指
標

で
あ
る
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
よ
り
１
・
８
ポ
イ

ン
ト

上
昇

の
96
・
１
％
で
、
臨
時
財
政

対
策
債
を
除
く
と
１
０
１
・

６
％
で
あ
る
。
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
経
常
経
費
の
抑
制
を
図

る
必
要
性
が
あ
る
。

　

一
方
、
事
業
の
執
行
状
況

を
見
る
と
、「
あ
つ
ぎ
元
気

プ
ラ
ン
」
の
着
実
な
推
進
に

取
り
組
む
た
め
、「
あ
つ
ぎ

の
元
気
発
揮
予
算
」
と
位
置

付
け
、「
健
康
福
祉
」「
子
育

て
支
援
」「
教
育
の
充
実
」「
安

民生費
257億7,683万4千円

（34.3％）

総務費
80億5,488万1千円

（10.7％）

教育費
74億4,962万5千円

（9.9％）

土木費
95億8,341万9千円
（12.7％）衛生費

85億3,239万1千円
（11.3％）

公債費
67億4,612万9千円

（9.0％）

歳入総額
76,946,085千円

国庫支出金
90億5,762万6千円

（11.8％）

繰越金
30億3,206万2千円
（3.9％）

市債
48億4,100万円
（6.3％）

地方消費税交付金
27億1,687万1千円（3.5％） その他

24億9,341万7千円（3.2％）

繰入金
14億4,495万2千円（1.9％）

県支出金
37億5,686万9千円
（4.9％）

使用料及び手数料
10億4,752万6千円（1.4％） 議会費

3億9,228万7千円（0.5％）

農林水産業費
5億6,627万5千円（0.8％）

労働費
6億891万2千円（0.8％）

商工費
49億314万1千円

（6.5％）
消防費
26億2,383万7千円
（3.5％）

市税
４２５億５，５８９万２千円
（５５．３％）

歳出総額
75,237,731千円

諸収入
59億9,987万円
（7.8％）

平成22年度決算の内容
■一般会計決算

歳入内訳 歳出内訳（目的別）

問�　市民対話事業の際に出された意見・
要望の数と対応状況は。
答�　32回実施し、440人の参加者から398

件の意見・要望をいただいた。このう
ち、実施できたものや説明により納得
いただいたものが63％、時間を要する
ものや対応が難しいものが37％である。
問�　行政改革推進事業の成果は。　
答�　厚木中央公園地下駐車場へ指定管理

者制度を導入したほか、外部評価の実
施により事業を見直しした。
問�　ホームレスの状況と課題は。
答�　63人の方がおり、場所は公園が３人、

河川敷が46人、道路が14人である。継
続的な相談の中で個々の状況に応じた
支援方法を見いだしていく必要がある。
問�　成人式開催事業の成果と課題は。
答�　新成人による実行委員会が企画運営

し、お祝いビデオレターの撮影や冊子
作りの取材など、若者らしいアイデア
を盛り込んだ式ができた。今後も社会
の一員として誇りと責任を自覚できる
ような式典にしていく必要がある。
問�　Ｂ−１グランプリ等開催事業の成果

は。
答�　２日間で約43万5000人が来場したほ

か、テレビなどにも取り上げられ、全
国に厚木市をＰＲできた。また、2600
人を超えるボランティアに協力いただ
き、市民協働の点でも成果があった。
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市民１人当たりに使われた金額

３３５, ９２５円
※�一般会計歳出総額75,237,731,099円を平成23年
４月１日現在の人口223,972人で割ったもの

　企業会計のため、一事業年度の経営活動に伴い発生する
「収益的収支」と、将来の経営活動に備えて行う施設整備
などに伴い発生する「資本的収支」に分かれています。

【主な使い道（目的別）の内訳】
◆民生費…１１５，０９０円
　（児童福祉費、社会福祉費、生活保護費など）
◆土木費…４２，７８８円
　（都市計画費、道路橋りょう費、土木管理費など）
◆衛生費…３８，０９６円（保健衛生費、清掃費）
◆総務費…３５，９６４円
　（総務管理費、企画文化費、徴税費など）
◆教育費…３３，２６１円
　（小・中学校費、社会教育費、教育総務費など）
◆公債費…３０，１２０円（借入金返済）
◆商工費…２１，８９２円（商工費）
◆その他…１８，７１４円

○　病院事業会計� （単位：円）

◆収益的収支� ※平成22年度純損失178,731,401円

（　）内は、消費税および地方消費税抜きの金額

収入総額� 6,980,565,517　
� （6,974,902,523）

支出総額� 7,158,469,546　
� （7,153,633,924）

医業収益� 6,331,414,179　 医業費用� 7,029,106,316　
医業外収益� 649,151,338　 医業外費用� 105,066,211　

特別損失� 24,297,019　

◆資本的収支

※�収入総額と支出総額の差額は、消費税および地方消費税資
本的収支調整額、損益勘定留保資金で補てんされました。

収入総額� 235,488,215　 支出総額� 461,047,614　
負担金� 89,512,000　 建設改良費� 251,447,096　
企業債� 50,000,000　 開発費� 30,576,000　
出資金� 95,976,215　 企業債償還金� 179,024,518　

■会計別決算 （単位：円）

《参考》平成21年度一般会計決算額　歳入総額83,393,539,297円、歳出総額80,361,477,148円

会 計 名 予 算 現 額 収 入 済 額 支 出 済 額 収支差引額 翌年度繰越�
財 源 額

翌年度繰越又は�
繰 上 充 用 額

一　般　会　計 78,300,554,033 76,946,084,932 75,237,731,099 1,708,353,833 485,965,066 1,222,388,767

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

公共用地取得事業 3,075,193,000 3,075,190,967 3,075,190,967 0 0 0

老 人 保 健 医 療 19,358,000 19,434,558 17,498,577 1,935,981 0 1,935,981

後期高齢者医療事業 1,667,179,000 1,616,616,527 1,602,520,232 14,096,295 0 14,096,295

国民健康保険事業 22,815,683,000 22,480,907,437 22,028,459,949 452,447,488 0 452,447,488

介 護 保 険 事 業 8,199,973,000 8,033,073,380 7,974,231,657 58,841,723 0 58,841,723

交通災害共済事業 59,516,000 61,027,660 56,656,143 4,371,517 0 4,371,517

自動車駐車場事業 215,387,000 214,473,872 210,209,139 4,264,733 0 4,264,733

公共下水道事業 5,807,985,000 5,874,352,045 5,654,415,156 219,936,889 0 219,936,889

小 計 41,860,274,000 41,375,076,446 40,619,181,820 755,894,626 0 755,894,626

合　　　　　計 120,160,828,033 118,321,161,378 115,856,912,919 2,464,248,459 485,965,066 1,978,283,393

主 質 答疑 弁な と
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議 案 第 47 号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議 案 第 48 号 平成22年度厚木市一般会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 49 号 平成22年度厚木市公共用地取得事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 50 号 平成22年度厚木市老人保健医療特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 51 号 平成22年度厚木市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 52 号 平成22年度厚木市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 53 号 平成22年度厚木市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 54 号 平成22年度厚木市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 55 号 平成22年度厚木市自動車駐車場事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 56 号 平成22年度厚木市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認定

議 案 第 57 号 平成22年度厚木市病院事業会計決算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議 案 第 58・59 号 工事請負契約の締結について（２件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第 60 ～ 66 号 市道路線の認定について（７件） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 67 号 平成23年度厚木市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 68 号 平成23年度厚木市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議 案 第 69 号 平成23年度厚木市病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

請 願 第 １ 号 ＴＰＰ交渉への参加に反対する意見書を国に提出することを求める請願 ○ ○ ○ ○ ● △ ● ○ ○ 採択

陳 情 第 10 号 地域医療の守り手の経営基盤「医業税制」の存続と診療報酬への消費税のゼロ税率を求める意
見書を国に提出することを求める陳情 ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● 不採択

陳 情 第 11 号 尖閣諸島を初め我が国の領土・領海を守る措置を求める意見書を国に提出することを求める陳情 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● 趣旨採択

議員提出議案第５号 ＴＰＰ交渉への参加に反対する意見書について ○ ○ ○ ○ ● △ ● ○ ○ 可決

◎�「陳情第11号　尖閣諸島を初め我が国の領土・領海を守る措置を求める意見書を国に提出することを求める陳情」は、総務企画常任委員会での審査の結果が「趣旨採択」であったことから、趣旨採
択することについて本会議で採決した結果を掲載しています。	
◎�「陳情第12号　平成24年度における重度障害者医療費助成制度継続についての陳情」および「陳情第13号　平成24年度における障害児者・透析者を含む移動困難者に対する通院支援を求める陳情」
の２件が定例会最終日に本会議に上程され、市民福祉常任委員会に審査が付託されました（12月定例会で審査予定）。
◎平成23年８月30日および10月４日議決時の会派構成など
　※議長…小島一郎、副議長…川口仁
　※会派表記、正式名称、議員数、所属議員（　　は代表者）
　　改革…改革あつぎ（７）：石井芳隆、松本樹影、松前進、髙田浩、小島一郎、太田洋、徳間和男　みらい…あつぎみらい（７）：松田則康、瀧口慎太郎、渡辺貞雄、難波達哉、越智一久、神子雅人、沼田幸一
　　公明党…公明党厚木市議員団（４）：寺岡まゆみ、遠藤浩一、川口仁、田上祥子　共産党…日本共産党厚木市議員団（２）：釘丸久子、栗山香代子　市政ク…市政クラブ（２）：石井恒雄、井上敏夫
　　民主ク…民主クラブ（２）：名切文梨、古川環　　みんな…みんなの党（２）：井上武、泉修　市民…あつぎ市民の党（１）：奈良握　ネット…神奈川ネットワーク運動（１）：内川由喜子

●広報広聴特別委員会 … 11月21日（月）、12月21日（水）
●厚木市立病院の整備・運営に関する調査研究特別委員会 … 12月21日（水）
※開会は本会議などの終了後。本庁舎５階ロビーで傍聴の受け付けをします。

●本会議
　11月29日（火）… 議案等質疑　　　　 　   
　12月５日（月）～７日（水）… 一般質問
　12月21日（水）… 委員長報告・討論・採決
●常任委員会
　12月９日（金）… 総務企画常任委員会
　12月12日（月）… 市民福祉常任委員会
　12月13日（火）… 環境教育常任委員会
　12月14日（水）… 都市経済常任委員会
※開会は原則、午前９時。本庁舎５階ロビーで傍聴の受け付けをします。

12月定例会開催予定日

特別委員会開催予定日

　９月14日、厚木市議会議員22人が、
下古沢に建設中の斎場施設の現場を
訪問。担当者から工事の概要や環境
面・施設整備面で配慮した点などに
ついて説明を受けたほか、施設を見

学し、整備状況を確認しました。
　新しい斎場施設は、老朽化が進む現在の厚木市斎場（旭町四丁目）
に代わる施設として、平成21年度から整備が進められています。火葬
炉が６基設置され、葬儀ができる式場も併設されます。また、火葬
炉２基に対し告別室が１室設けられ、告別と収骨の動線が分けられ
るなど、会葬者が交錯しない配慮がされているとのことです。
　平成24年４月１日の供用開
始に向け、急ピッチで整備が
進められています。

新斎場の整備状況を視察定例会などの開催予定

　市議会では、インターネットによる本会議・常任委員会・特別委
員会の生中継と録画中継を実施しています。「生中継」は、会議の
模様をそのまま中継。「録画中継」は、日程や議員名などから見たい
場面を探すことができ、会議終了後７日程度で視聴可能となります。
　ご覧になるには、ホームページアドレス（１面下）を入力、
または 厚木市議会 検 索

新しい斎場施設の完成予想図




